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【ハンズネクスト】
HANDSnext 14 号をお届けします。本号は、
いままでにない厚さとなりました。HANDS の
活発化と広がりを反映していると感じています。
以下の記事・記録をご覧いただく上で、参考に
なると思われる点や追加情報を簡潔に示します。
2013 年度がスタートして半年ほど経ちました
が、今年度の大きな特徴は何と言っても学生組
織「HANDS JR」の結成です。外国人児童生徒
教育に関心を持つ国際学部の学生が中心となっ
て結成したもので、すでに「2013 年度こども国
際理解サマースクール」（30 人近く参加）や「真
岡市スペイン語教室『AMAUTA』学習支援」（計
5 回、毎回 5 人前後参加）などで活発に活動して
います。次号で報告できると思いますが、来週（8
月下旬）にはつくばのブラジル人学校の子ども
たちと宇大生が交流する「サマーキャンプ」が
迫っています。HANDS JR の企画運営力と行動
力には目を見張るものがあり、教員も負けては
いられないと密かに闘志を燃やしている今日こ
の頃です。
日伯経済文化協会の栗田政彦さんには、在日
ブラジル人「第二世代の語り場」に関する文章
を寄稿していただきました。昨年暮れに在日ブ
ラジル人支援事業等を行っている三井物産（株）
を訪問しましたが、栗田さんとはそれが縁でお
会いすることが出来ました。同協会の HP には、
創立の趣旨について以下のように書かれていま
す（一部省略）。「第二次世界大戦後すぐにブラ
ジルの日系人が、戦災日本国民を救済するため
に『戦災国民救援の会』をブラジル サンパウロ
で組織して多額の義捐金などを日本送り続けま
した。その義捐金を受け取る日本側機関として、
設立された外務省所管財団です。また、戦後の
ブラジル移民再開への道筋をつけた財団でもあ
ります。近年は、ブラジル移民史の語り継ぎと
在日ブラジル人青少年の未来を育む支援活動を
軸に日伯交流に寄与しています」。同協会は幅
広い支援・交流活動を行っていますので、是非、
皆様にも知っていただきたいと思います。
外国人児童生徒の高校進学支援の必要性と
HANDS の取り組みについて述べた拙文が朝日
新聞「私の視点」欄に掲載されました（7 月 4 日
付）。この記事が縁で、外務省領事局外国人課よ
り、HANDS の取り組みについて詳しく聞きた
いと連絡が入り、8 月上旬に情報・意見交換をし
てきました。HANDS は何をどこまで目指すの
かについて考える良い機会ともなりました。9 月
からは「多言語による高校進学ガイダンス」が
始まります。様々な場で、皆様と出会えること
を楽しみにしております。
はじめに
宇都宮大学 HANDSプロジェクト代表
宇都宮大学国際学部長 田 巻　 松雄
